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MEMO

市　議　会　日　誌
（令和４年10月～ 12月）

10月

11 ～ 14日

　　　○中央要望活動及び行政調査（桜島爆発：東京都区内，小諸市）

12 ～ 14日

　　　○行政調査（都市整備：水戸市，柏崎市）

21日　○総環委　請願２件を審査。請願第５号を不採択

　　　○防福こ委　陳情１件を審査

28日　○桜島爆発　桜島火山対策に係るその後の経過，桜島火山の爆発回数及び降灰量等，桜島火

山の爆発に伴う被害状況と対応，桜島火山対策に係る今後の日程（案）について説明を

受け，質疑。今後の委員会の取組について協議

31日　○都市整備　鹿児島中央駅周辺の課題，河川改修，港湾整備，バイパス建設のその後の経過

について説明を受け，質疑。今後の委員会の取組について協議

11月

１日　○本港区　サッカー等スタジアムの整備の経過と現況，ドルフィンポート跡地等の開発の経

過と現況，路面電車観光路線の新設の経過と現況について説明を受け，質疑。今後の委

員会の取組について協議

２日　○議運委　令和４年第４回市議会定例会，議会改革，令和４年台風第15号による災害に対す

る本市議会の対応，クラウドファンディングについて協議

４・７・８日

　　　○産観企委　令和３年度各企業会計決算の議案６件を審査し，原案可決及び認定。報告事項

として，第２期鹿児島市スポーツ推進計画（素案）に係るパブリックコメント手続の実

施，電停ネーミングライツパートナーについて説明を受け，質疑

４・７～ 11・14 ～ 16日

　　　○決算委　令和３年度一般会計・特別会計決算の議案９件を審査し，いずれも認定

19日　○桜島爆発　桜島火山爆発総合防災訓練を視察。（於：桜島保育園，桜島支所，野尻ヘリ

ポート，野尻川河口，赤水港，南栄リース桜島アリーナ，桜島港）

30日　○議運委　令和４年第４回市議会定例会（会期日程，会議録署名議員，12月６日の本会議運

営），令和４年度議員研修会，新型コロナウイルス感染症対策，議場音響映像設備の更

新及び委員会室へのマイク設備の整備について協議

議会のうごき
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12月

第４回定例会　令和４年第４回定例会は，12月６日から23日までの18日間にわたって開かれた。

　この定例会では，東部親子つどいの広場など15施設の「公の施設の指定管理者の指定に関する

件」をはじめ，個人情報の保護に関する法律の施行に関し必要な事項を定める「鹿児島市個人情

報の保護に関する法律施行条例制定の件」や新型コロナウイルス感染症対策及び原油価格・物価

高騰対策に要する経費などを含む「令和４年度鹿児島市一般会計補正予算（第８号）」など議案

30件を議決した。

　また，閉会中の継続審査の取り扱いとなっていた令和３年度一般会計，特別会計および企業特

別会計の決算関係議案15件を議決した。

６日　○議運委　追加議案（追加議案，追加議案の取扱い，本日の本会議運営）について協議

　　　○本会議　第４回定例会の会期を18日間と決定。令和３年度決算関係議案15件について，決

算特別委員長及び産業観光企業委員長の審査報告。令和３年度鹿児島市一般会計歳入歳

出決算など議案６件については，起立表決（電子表決）の結果，いずれも認定。その他

の議案９件についても，いずれも原案可決並びに認定。公の施設の指定管理者の指定に

関する件など議案30件を一括上程。市長提案説明

８日　○議運委　個人質疑発言通告一覧表の確認等，議案の付託，陳情の付託について協議

12日　○本会議　個人質疑（５人）

13日　○議運委　個人質疑発言通告について協議

　　　○本会議　個人質疑（５人）

14日　○本会議　個人質疑（５人）。議案30件を関係常任委員会に付託

15日　○総環委　鹿児島市個人情報の保護に関する法律施行条例制定の件など議案７件を審査し，

いずれも原案可決。請願１件を審査。報告事項として，鹿児島市多文化共生推進指針

（素案）に係るパブリックコメント手続の実施，第２期かごしま連携中枢都市圏ビジョ

ン（素案）に係るパブリックコメント手続の実施について説明を受け，質疑

　　　○防福こ委　公の施設の指定管理者の指定に関する件など議案４件を審査し，いずれも原案

可決。報告事項として，第五次鹿児島市障害者計画素案に係るパブリックコメント手続

の実施，「特定個人情報保護評価書」（全項目評価）の素案に係るパブリックコメント手

続の実施結果，地域子育て支援センター事業実施事業者の選定結果，年齢別利用調整の

本格実施，鹿児島市子どもの未来応援条例（仮称）素案に係るパブリックコメント手続

の実施結果について説明を受け，質疑

　　　○市文委　工事請負契約締結の件など議案４件を審査し，いずれも原案可決。報告事項とし

て，川商ホール（鹿児島市民文化ホール）及び谷山サザンホールの利用休止，桜島地域

における義務教育学校の取組状況，第２回「鹿児島市部活動の地域移行等に関する検討

委員会」の開催，市立小学校におけるいじめの重大事態に係る調査の終了等，令和４年

度教育委員会活動の点検・評価報告について説明を受け，質疑
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　　　○産観企委　公の施設の指定管理者の指定に関する件など議案16件を審査し，いずれも原案

可決。報告事項として，第３期鹿児島市中心市街地活性化基本計画の計画期間延長，市

営バスの運賃の上限変更認可申請，公共下水道事業の計画変更（全体計画及び事業計

画），運航ダイヤの見直し等について説明を受け，質疑

　　　○建消委　鹿児島市風致地区内における建築等の規制に関する条例一部改正の件など議案４

件を審査し，いずれも原案可決。報告事項として，照国表参道歩行者天国社会実験の結

果等，天文館通電停前におけるアーケード整備，宇宿中間地区土地区画整理事業の保留

地処分，鹿児島市マンション管理適正化推進計画（仮称）の素案に係るパブリックコメ

ント手続の実施，鹿児島市営住宅条例の一部を改正する条例の素案等に係るパブリック

コメント手続の実施について説明を受け，質疑

21日　○議運委　閉会中の継続調査の件，12月23日の本会議運営，国体開催に伴う令和５年第３回

市議会定例会の開催時期，クラウドファンディングについて協議

23日　○本会議　公の施設の指定管理者の指定に関する件など議案30件について，５常任委員長の

審査報告。討論（１人）。鹿児島市個人情報の保護に関する法律施行条例制定の件など

議案６件については，起立表決（電子表決）の結果，いずれも原案可決。その他の議案

24件についても，いずれも原案可決。請願１件を上程。委員長報告省略。討論（１人）。

起立表決（電子表決）の結果，不採択。請願・陳情等の閉会中継続審査及び調査の件を

議決。下鶴市長及び川越議長あいさつ

　　　○本港区　委員会の行政視察について協議

（注）略記した各委員会等の正式名称は次のとおり

総 環 委・・・・・・・・・総務環境委員会

防福こ委・・・・・・・・・防災福祉こども委員会

市 文 委・・・・・・・・・市民文教委員会

産観企委・・・・・・・・・産業観光企業委員会

建 消 委・・・・・・・・・建設消防委員会

議 運 委・・・・・・・・・議会運営委員会

桜島爆発・・・・・・・・・桜島爆発対策特別委員会

都市整備・・・・・・・・・都市整備対策特別委員会

本 港 区・・・・・・・・・鹿児島港本港区のまちづくりに関する調査特別委員会

決 算 委・・・・・・・・・決算特別委員会
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令和４年第４回市議会定例会において不採択となった請願

番　　　号 請　願　第５号 受 理 年 月 日 令４．９．26

件　　　名 日本政府に核兵器禁止条約の署名・批准を求める意見書提出について

結　　　果 令和４．12．23　第４回定例会で不採択

付託委員会 総務環境委員会

（委員会における審査経過）
　本件は，令和３年１月 22 日に発効した核兵器禁止条約を多くの国々が支持し，参加しつ
つある中，唯一の戦争被爆国である日本政府に，被爆者と国民の声に誠実に応え，同条約に
署名・批准し，核兵器のない世界を実現する推進力となることを求めるため，国会及び関係
行政庁に対し，意見書の提出方を要請されたものである。
　委員会においては，請願紹介議員から趣旨説明を受け，質疑を行った後，本件の取扱いに
ついて意見の開陳を願ったところ，「日本は唯一の被爆国でありながら，いまだに締約国会
議のオブザーバーにも参加せず，積極的に核兵器廃絶に取り組んでいるとは思えない。だか
らこそ地方議会から日本政府に対し，核兵器禁止条約の署名・批准を求める意見書を提出す
ることが必要であると思うことから，本件については採択したい。」という意見，「本市議会
の請願・陳情に関する規定では，陳情であった場合，その内容が国等へ意見書提出を求める
ものについては陳情書の写しを全議員に参考送付する取扱いである。また，本請願について
は，当局の出席がない状況等で審査を行うことを踏まえると，本委員会のみで審査を続けて
いくことは無理があると考えることから，本件については不採択としたい。」という意見，「こ
れまで非常に多くの方々が地道な署名などの取組を行ってきた上での請願であると思う。本
市は平和都市宣言を行っていること，また，ロシアがウクライナに対し核を使うといった威
嚇を行っていることや，今も被爆者の方がいる状況等があることを踏まえると，核兵器のみ
ならず核と人類の共存はできないのではないかと考えており，日本が核の保有国と非保有国
の架け橋になっていただくよう，自治体から国に対して物を言うことは重要なことではない
かと考えることから，本件については採択したい。」という意見が出され，意見の一致を見
るに至らず，採決の結果，不採択とすべきものと決定。


